
京都大学の環境・サステイナビリティを考える100人会議
サステイナブルキャンパスの取組の概念や具体的な取組について、多くの意見を得ると同時に、広く認知を

はかり、実効性あるものにすることを目指して、幅広く関係する教職員や学生、その他の専門家やステークホル
ダー120人以上がメンバーとなり、議論を開始！
2016年度からのアクションプランを議論すると同時に、中長期的な視野から意見交換を行いました。

※京都大学環境科学センターが、2015年度 京都大学 分野横断プラットフォーム構築企画（研究大学強
化促進事業「百家争鳴」プログラム）の支援を受けて始めたものです。

第一回100人会議 2015年12月18日

第二回100人会議 2016年1月22日

60名強が参加。概
要説明の後、教職員・
学生・専門家混成で、
テーマ別にディスカッ
ション！

どんな人と議論す
るんだろう
（どきどき） あ～だ

こ～だ

約60名が参加。前回の議論も受け、アクションプランの方向性を説明後、テーマ別ディスカッション。具体的な来年度の
取組も見えてきた！

時間軸は・・・

短期：2050年➡中期：2100年➡長期：3000年？

知的好奇心を刺激
するような仕掛けが
最も重要、安全教

育は必須

教育

地域連携
Win-winの関係で、地域の産
業・教育等と結びついた事業
モデルが必要→2016年度は、
単位認定にも結びつくような企
画を実際に試行したい！

CO2・エネルギー

目標案：床面積あたり毎年2%削減に
加え、総量目標（2013年比で2030年
に26%削減）も検討の余地あり！
可視化、京大発トップランナー制度、
モデルビルや地域拠点の再エネなど
について、学内の専門家の知恵も活
かす形で展開が可能では？

正しい分別や負荷などが
手にようにわかる特別ごみ
箱を設置！生協の生ごみ
を学内で堆肥化し（総長堆
肥）、食の循環を。まずは
実験から。

ごみ

食

地産地消や旬な食、実
践の輪を地域に広げて
いこう！まずは北部食堂
改造計画！

今後も、ご参加
ご意見を！

写真で見る環境保全

－ 2 －



京大キャンパスで4年目のグリーンカーテンプロジェクト
✐グリーンカーテンプロジェクトについては、エコ宣言WEBサイト（http://eco.kyoto-u.ac.jp/）内の「ゴーヤブログ
でも詳しくご覧頂けます。本ページの写真は、学内外の里親の皆様からご提供頂いたものです。
環境科学センターで種から育てたゴーヤを、希望者（里親）にお配りして、育てて頂こうという取組。学内落
ち葉で作った堆肥もあわせて、ご活用頂いております。平成27年度は里親26カ所のうち9か所から写真をい
ただきました。なお、4年連続植えておられる所が7か所ありました。

附属病院(2年連続）

工学研究科桂地区
(今年初めて）

農学研究科(4年連続）

教育推進研究センター
(今年初めて）

エネルギー理工学
研究所(今年初めて)

薬学研究科(2年連続）

室内より

学際融合教育研究推進センター
/植え始め頃（今年初めて）

環境科学センター

東南アジア研究センター
(今年初めて)

落葉の堆肥化
キャンパス内の落葉を堆肥化して5年余りになるが、平成27年度

は約4.3t(水分を含む）の堆肥を作った。ゴーヤ苗の配布時は大半
の方に腐葉土として持ち帰ってもらったほか、学内掲示版より希望
者数十人に配布した。また「エコ～るど京大」では学外の方々に
も好評で作成分のほとんどを堆肥として利用してもらっている。

落葉の堆肥化

米
糠
を
使
用

腐
葉
土
の
出
来
上
が
り

落葉の仕込みケースは9バッチあり、これまでの2年半で
ミミズが約125,000匹発生している。ミミズ自体も落葉を餌
としており、その糞は良好な肥料でもある。ミミズの希望者
には家庭の台所で発生する生ごみの処理に利用してもら
うことも検討している。下のグラフはこれまで発生したバッチ
ごとのミミズ数である。
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もりだくさん、通年で頑張っています！「エコ～るど京大」２０１5 

 全員参加型で環境負荷を低減した、持続可能なキャンパスの実現を目指している京都大学。多くの方に参
加してもらうイベントを「エコ～るど京大」として展開しています。2015年度は主に次のような取組を行いました。 
❃ 6月「初夏の陣」・・・環境意識・行動の底上げを目的に、パフォーマンスやイベントを展開 
❃11月特別企画「ロックフェラーさんとブルーシーフードカレーを食べよう！」 
❃11月「秋の陣」・・・11月祭（NF）にて、より多くの人に活動を知ってもらうためのブースを展開 
❃12月「冬の陣」・・・持続可能な社会の実現をテーマに、「働く」ことを考え、発信・交流する企画を実施 
❃3月「春の陣」・・・環境問題や持続可能な社会の実現を目指す企業・団体との就職お見合い企画を実施 
❃通年企画・・・Facebookなどで継続的に情報発信中 

エコキャンドル（生協食堂の廃油利用）で京都大学創立118周年を祝った 

2015年6月 
エコ～るど京大・初夏の陣 

←京大楠の落葉でのクス
ノキ染めは大人気 
（協力：J.E.E.） 

京都ジャングル企画は鴨川も舞台に                                ↑食べ残しゼロツイッター企画 

オープンラボは多様な展開で今年も人気 

時計台でのエコ
パフォーマンス

→ 

←環境教育に関するWSは実践
展開も（協力：Tera school） 

エコクッキング→ 
（協力：ウィークック

ナビほか） 
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2015年11月
エコ～るど京大・特別企画

定員を超える約250人が、ロックフェラー夫妻を囲み、ブ
ルーの服を身に着けて、ブルーシーフードと海洋環境保全を
PR！ブルーシーフードカレーのお味も大変好評！

京都新聞及び朝日新聞での紹介記事

多くの学生さんに京大の環境取組やエコ～るど京大の存在を
知ってもらうため、「楠茶寮」を出店。目標のFacebook「いいね！」
1,000人越えも無事達成！多くの応援者の方々から、環境配慮や
地産地消の飲食物等もご提供いただきました。
ありがとう
ございました！

2015年11月
（11月祭：NF出店）

エコ～るど京大・秋の陣

2015年11月28-29日
COP21記念

合宿への参加

環境問題に取り組む京都の高
校生及び大学生総勢70名が、
パリに京都の取組や京都の良さ
を中継で伝える企画。エコ～る
ど京大チームも参加。
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2015年12月
エコ～るど京大・冬の陣 環境・持続可能性をキーワードにする企業・団

体の方々とチームになって、各企業・団体のPR
素材を作成。

2016年3月
エコ～るど京大・春の陣

環境・持続可能性を
キーワードにした企
業・団体が参加。じっ
くりお見合いで生涯の
仕事を・・・

発表の後、会場
の投票で、当日
賞を決定。その後
Facebookでもコン
ペを実施。

－ 6 －


